平成２１年度「大阪文化賞」受賞者
	ヤノベ ケンジ
	昭和４０年１２月６日生（４３歳）
※受賞日（12月９日）現在では44歳
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	分野：　現代美術
	高槻市在住
	

	現職：　現代美術作家 ／ 京都造形芸術大学教授
	

	《受賞理由》

本年８月２２日から１０月１２日まで開催された「水都大阪２００９」において、氏はアートプロジェクトを主導し、斬新なイメージを構築して、人々に強烈に印象付けました。
火と水を吹きあげ、縦横無尽に動くアート船『ラッキードラゴン』を新たに制作して圧倒的な注目を浴びるとともに、『ジャイアント・トらやん』や『森の映画館』など、多くの現代美術作品を提供し、「トらやんの大冒険」としてプログラムを展開。水の回廊や歴史的建造物など、水都大阪を舞台に展開された壮大な物語は、多くの人々にこれからの大阪の夢や未来を考える機会を与えてくれました。
このように「水都大阪２００９」のアートプロジェクトへの貢献は極めて大きく、氏の活躍は大阪の文化振興に大きく寄与するものです。

	《略歴》

・平成３年　京都市立芸術大学大学院美術研究科修了
・平成２年、生理的食塩水を入れたタンクの中に鑑賞者が実際に入って瞑想することができる作品『タンキング・マシーン』を発表。以後、現代社会におけるサヴァイヴァルをテーマに、実機能をもつ機械彫刻作品を数多く制作。

・平成６年よりベルリンに活動拠点を移し、平成９年より自作の放射線感知服を着て原発事故後のチェルノブイリなどを訪問する「アトムスーツ・プロジェクト」を開始。

・平成１０年、帰国後も大阪万博跡地を中心に同プロジェクトを展開。２１世紀の幕開けとともに、リヴァイヴァルへと制作テーマを移行。

・平成１５年、国立国際美術館(大阪万博跡地)にて集大成的な展覧会「メガロマニア」を開催。

・平成２０年より、京都造形芸術大学ウルトラファクトリー・ディレクター。

テーマは重厚でありながら、その造形にはどこかおかしみもあり、現代美術作家として独自の地位を築きつつあり、国内はもとより世界的に活躍している。

《受賞歴》

・1990年度第1回キリンコンテンポラリーアートアワード最優秀作品賞

・第4回五島記念文化賞平成5年度新人賞

・平成10年度咲くやこの花賞

・平成11年度京都市芸術新人賞


（撮影：大場美和）








